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濵田 望翔さん  西田 航さん  中尾 紫乃さん  

黒田 紗依里さん  赤﨑 未玖さん  杉本 結奈さん 

岡﨑 月愛さん  宮﨑 逢乃さん  猪野 結人さん  

山岡 右京さん 

　　　　　 み   と　　　　　　　　　  こう　　　　　　　　　  し　の　　　　　　　　　　

　　　　　 さ　え　り　　　　　　　　　 み　く　　　　　　　　　　 ゆ　な

   　　　　 る　な　　　　　　　　　　 ほ　の　　　　　　　　　  ゆう と

    　　　　うきょう

ご協力あ
りがとう

ございま
した 高校生議員の皆さん

高校生議員の    を聞く
あいなん未来議会2025 

9月18日、南宇和高校において、議会広報特別委員会の委員が「あいなん未来議会 2025」に参加し た高校生議員の皆さんと意見交換会を行いました。
実際に議場に立ち一般質問を経験した高校生議員は、その体験を通して感じたことや、町政・教育へ の思いを率直に語ってくれました。

このほかにも、事前に頂いた高校生議員からの感想には
「これからの学校生活に生かす」
「受験にも生かす」
「今後も愛南町の魅力活性活動をする」
「時間もなく大変だったけど自信につながった」
などがあり、この体験を通じて様々なことを吸収した高校生議員。
未来議会後は、なんと高校生議員全員が町議会中継（録画含む）
を見たとのこと！
議会を身近に感じ、町政や議会に大きく興味を持ったことが伺えます。
そんな様子を聞いていると、いつかこの中から本当の町議会議員が誕生する日がくるかも
…とワクワクしちゃいますね。
高校生議員の熱い思いを聞かせてもらって、愛南町の未来がとっても楽しみになる意見交
換会でした。

未来議会を終えての感想議 会 側 の 受 け 止 め

高校生議員の意見は
しっかりしており大変
参考になったと高評
価。

実現できそうな要望
は議会広報で報告し、
行政や事務局にもつな
げる意向。

今回の未来議会は完
成度が高かったと感じ
ている。

　今回の質問のほかにも意見がある。
学校に来て直接意見を聞いてほしい。

　年に何度かアンケートなどがあると
話しやすい。

若者の声を聞く場を
増やしてほしい

　教師の仕事は大変なので、もっと
支援を充実してほしい。

　高校生が集まれる交流の場をつ
くってほしい。

地域や教育への要望

た高校生議員の皆さんと意見交換会を行いました。

声
意見交換会

　議会中継を見るきっ
かけになった。

　自分たちも体験して
みて、議会がより身近
に思えるようになっ
た。

町議会に対して

　状況判断や連携の力
がすごいと思った。

　緊張する場面で発言
できるのは議員ならで
はだと思う。

町議会議員の姿に感心

　いざ自分でやってみ
ると、なかなか言いた
いことが出てこなかっ
た。

　何度も経験すれば
もっとできるようにな
ると思う。

発言の難しさを実感
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組織・人材の強化策について

〇今後の展望

　防災体制の充実に向けて、地元での防災士
養成機会の拡充や、名簿整備・SNS 等を活
用した連携体制の構築が提案されました。
　また、自主防災組織の訓練支援による地域
格差の是正、消防団との連携強化、若手・女
性団員の活躍促進など、人材面での取り組み
の重要性が指摘されました。

　今後さらに、地域住民・議会・行政が連携し、実効性ある防災体制の
構築を目指すことが重要です。防災士会や自主防災組織を中心に地域防
災力の底上げを図り、「自助・共助・公助」のバランスを意識した持続可
能な防災活動の推進が期待されます。

情報提供について
　災害時の迅速な避難行動を支援するため、
スマートフォンで閲覧できる防災マップの使
い方を周知する必要性が指摘されました。
　また、観光施設などに避難情報を掲示・案
内することで、町外からの来訪者にも適切な
避難誘導ができる体制づくりが求められまし
た。

「議会報告・意見交換会」を開催

　愛南町議会では、令和７年度の取り組みとして、旧５町村を対象に地域住民との意見交換会を順次開
催しています。その第１回目となる「議会報告・意見交換会」を、10月22日（水）午後６時30分より、
内海地域のDE・あ・い・21　４階多目的ホールで開催しました。
　当日は、議会活動の報告に続き、地域住民と議会が率直に意見を交わす意見交換会を実施しました。
本会は、住民の皆様が日常生活の中で感じている課題を
共有し、それを議会活動に反映することで、より実効性
のある地域づくりを目指すことを目的としています。
　今回のテーマは「防災について」。内海地域を中心に、
愛南町における防災の現状と課題、そしてその改善策に
ついて活発な意見交換が行われました。
　その中から、主な意見をご紹介します。

避難所整備について
　津波避難計画については、内海地域の住民
から「一本松への避難は現実的ではない」と
の声があり、地元近隣の高台や公共施設を第
二次避難所として整備すべきとの意見が出さ
れました。
　また、一次避難 → 中間避難 → 仮設住宅
へと段階的に移行できる避難体制の構築や、
テントを設置できる
土地の確保・活用に
ついても提案が
ありました。

避難生活について
　避難生活の質を高めるため、浄化槽を活用
した簡易トイレの導入や、ポータブル電源・
ロケットストーブ・浄水器の普及が提案され
ました。
　また、防災用品購入補助制度の活用と、制
度の周知徹底の必要性も指摘されました。

防 災 に つ い てテーマ

令和７年第１回

地域住民の 声 を聞く

※実施方法など、詳しくは町ホームページに掲載します。また、10月 28日（火）に
　一本松地域で開催した内容は次号（第５号）に掲載します。

】所場・時日【

～ご意見をお聞かせください～
　議会の活動状況を報告し、町政全般について町民と意見交換を
行う「議会報告・意見交換会」を開催します。当日は「防災」と
「地域公共交通」のテーマに別れて話し合います。１～２月に開
催が決定した分は次のとおりです。お住まいの地域に限らずどな
たでもご参加いただけますので、ぜひお越しください。

1月28日(水)18:30～  西海町民会館
2月  4日(水)18:30～  愛南町役場本庁
2月18日(水)18:30～  御荘文化センター

愛南町HＰ
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組織・人材の強化策について

〇今後の展望

　防災体制の充実に向けて、地元での防災士
養成機会の拡充や、名簿整備・SNS 等を活
用した連携体制の構築が提案されました。
　また、自主防災組織の訓練支援による地域
格差の是正、消防団との連携強化、若手・女
性団員の活躍促進など、人材面での取り組み
の重要性が指摘されました。

　今後さらに、地域住民・議会・行政が連携し、実効性ある防災体制の
構築を目指すことが重要です。防災士会や自主防災組織を中心に地域防
災力の底上げを図り、「自助・共助・公助」のバランスを意識した持続可
能な防災活動の推進が期待されます。

情報提供について
　災害時の迅速な避難行動を支援するため、
スマートフォンで閲覧できる防災マップの使
い方を周知する必要性が指摘されました。
　また、観光施設などに避難情報を掲示・案
内することで、町外からの来訪者にも適切な
避難誘導ができる体制づくりが求められまし
た。

「議会報告・意見交換会」を開催

　愛南町議会では、令和７年度の取り組みとして、旧５町村を対象に地域住民との意見交換会を順次開
催しています。その第１回目となる「議会報告・意見交換会」を、10月22日（水）午後６時30分より、
内海地域のDE・あ・い・21　４階多目的ホールで開催しました。
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　今回のテーマは「防災について」。内海地域を中心に、
愛南町における防災の現状と課題、そしてその改善策に
ついて活発な意見交換が行われました。
　その中から、主な意見をご紹介します。

避難所整備について
　津波避難計画については、内海地域の住民
から「一本松への避難は現実的ではない」と
の声があり、地元近隣の高台や公共施設を第
二次避難所として整備すべきとの意見が出さ
れました。
　また、一次避難 → 中間避難 → 仮設住宅
へと段階的に移行できる避難体制の構築や、
テントを設置できる
土地の確保・活用に
ついても提案が
ありました。

避難生活について
　避難生活の質を高めるため、浄化槽を活用
した簡易トイレの導入や、ポータブル電源・
ロケットストーブ・浄水器の普及が提案され
ました。
　また、防災用品購入補助制度の活用と、制
度の周知徹底の必要性も指摘されました。
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「地域公共交通」のテーマに別れて話し合います。１～２月に開
催が決定した分は次のとおりです。お住まいの地域に限らずどな
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愛南町HＰ
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本
松
住
宅
を
若
者

向
け
住
宅
と
す
る
構
想
。
業
務
委
託

や
体
制
見
直
し
で
多
数
の
公
営
住
宅

募
集
ス
ピ
ー
ド
の
向
上
を
目
指
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
の
町
内
利
用
に
つ

い
て
、
今
後
は
周
知
を
強
化
し
た
い
。

地
域
の
将
来
を
担
う
若
者
世
代
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

尾崎　惠一

Ozaki
Keiichi

岡　雄次

Oka
Yuji

金繁　典子

Kaneshige
N�iko

山本　美佐

Yamamoto
Misa

二次元コードを読み取ると一般質問の動画が視聴できます。



一
般
質
問
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問
Ａ
Ｉ
・
デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
に
つ

い
て

答
限
ら
れ
た
人
員
で
多
様
化
す
る
行

政
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
Ａ
Ｉ
・

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
積
極
的
に
活
用
し
、

デ
ジ
タ
ル
に
不
慣
れ
な
高
齢
者
へ
の

配
慮
も
行
う
考
え
で
あ
る
。

ま
た
、
職
員
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
に

つ
い
て
は
、
研
修
の
実
施
や
リ
ス
ク

管
理
体
制
構
築
等
の
環
境
整
備
を
進

め
る
。

問
空
き
家
の
利
活
用
に
つ
い
て

答
空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て
、
固
定

資
産
税
の
通
知
に
併
せ
た
制
度
周
知

を
進
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
個
人
情
報
の
保
護
・
所
有

権
の
尊
重
を
前
提
と
し
、
不
動
産
業

者
と
の
適
切
な
連
携
を
今
後
も
維
持

し
た
い
。

問
小
中
学
校
の
統
廃
合
の
進
め
方
に

つ
い
て

答
篠
山
小
中
学
校
組
合
議
会
で
協
議

し
、
愛
南
町
・
宿
毛
市
両
議
会
へ
報

告
し
て
い
る
。

検
討
委
員
会
は
専
門
性
を
要
す
る

た
め
公
募
は
行
わ
ず
、
会
議
録
を
Ｈ

Ｐ
で
公
開
す
る
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
運
用

ル
ー
ル
で
産
地
偽
装
を
防
ぎ
、
調
達

額
３
割
を
守
る
た
め
の
運
用
方
法
の

確
認
は
？

答
生
産
者
、
返
礼
品
の
出
品
者
向
け

の
説
明
会
を
開
催
し
た
上
で
、
契
約

書
を
取
り
交
わ
し
、
注
意
喚
起
に
努

め
て
い
る
。

田中　純樹

Tanaka
Junki

石川　秀夫

Ishikawa
Hideo

議員研修結果報告 10/８ 四国地区町村議会議長会研修会
　四国各県の町村議会議員のための研修が毎年、四国地区町村議会議長会によって行われます。今年は10月8日に松山市で行われ、約460名の議員が集まりました。
　初めに政治ジャーナリストの青山和弘氏から「どうなる日本の政治」と題し、自民党の新総裁の決定と今後予想される政局について話されました。
　また元 NHK アナウンサーの三宅民夫氏から「混迷の時代に『幸せの言葉術』のすすめ～アナウンサー人生で学んだ知恵～」と題し、自身の体験を交えながら「言葉には人を励まし、心をつなぎ、命を支える力がある」と語りました。体調不良で腎臓を摘出した際、先輩アナウンサーから届いた励ましの手紙が支えになったことや、認知症の母との関わりの中で「否定ではなく肯定の言葉」が大切だと気づいたことなど、言葉の重みを感じさせるエピソードが印象的でした。　

かずひろ

たみ  お



記後集編

議会の本会議や委員会を傍聴することができます。
本会議（定例会及び臨時会）の傍聴

委員会の傍聴

今後の予定

　特集「高校生議員の声を聞く」、いかがでした
か？この企画は、住民に集まっていただいて、一
つのテーマについてたっぷりと語り合い、町の活
性化につなげようというものです。今後も続けて
いく予定で、語り合うテーマを募集しています。
テーマがありましたらぜひ議会まで
ご連絡ください。

 gikai@town.ainan.ehime.jp

テーマ募集

町議会情報

　愛南町議会の構成や議会議員の紹介、会議開催
予定、過去の会議録など、各種情報を町ホームペー
ジ（議会ページ）でお知らせしています。

町議会情報

こ
こ
か
ら
見
て
ね
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金
繁

典
子

山
本

美
佐

嘉
喜
山

茂

尾
崎

惠
一

岡
　
　
雄
次

田
中

純
樹

愛
南
町
で
は
、
子
ど
も
の
減
少
に

伴
い
学
校
の
再
編
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
篠
山
小
中
学
校
が
今
年
度
末

で
休
校
、
来
年
度
末
に
は
閉
校
と
な

り
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
長
く

親
し
ま
れ
て
き
た
学
び
舎
が
幕
を
下

ろ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

学
校
は
単
な
る
教
育
の
場
に
と
ど

ま
ら
ず
、
地
域
の
絆
や
文
化
を
育
む

大
切
な
拠
点
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
学
校
再
編
に
当
た
っ
て
は
、

子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ
環
境
を
守
る
と

同
時
に
、
地
域
の
誇
り
や
歴
史
を
い

か
に
継
承
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課

題
で
す
。

議
員
と
し
て
も
町
民
の
声
を
丁
寧

に
受
け
止
め
、
未
来
に
つ
な
が
る
教

育
環
境
づ
く
り
に
力
を
尽
く
し
て
い

き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
中
）

 「議会だより」第４号、
 いかがでしたか？

皆さんの声を聴かせて！

　皆さんのなぜ？あれはどうなった
の？これをしてほしい etc…
　小さな声を集めて、大きな声にす
るのが、私たち議会の仕事です。町
民の皆さんからの「声」をお待ちして
います。二次元コードからどうぞ！

　傍聴人受付票に住所・氏名を記入し、議場の傍聴
席で傍聴してください。
　また、本会議は専用サイト（愛媛
CATV）でインターネット中継を行
っています。

　傍聴人受付票に住所・氏名を記入し、各委員会が
開催される会議室で傍聴してください。

・正式には議会運営委員会で協議の上、本会議で決定します。
・本会議の開催日は町ホームページに掲載します。

皆さんの声は
こちらまで▶

編集委員会メンバーのご紹介

や
る
気

満
々
！

においでください！傍聴

愛媛CATV

12月3日㈬〜12日㈮
12月定例会




